
先達との
出逢い

き ん け ん も の が た り

　前編でも記しましたが、本多先生
は1932（昭和7）年に大阪府金属材料
研究所の所長に就任される以前から
大阪の企業に対し技術支援を行って
いました。しかし、残念ながらその
経緯や活動の内容は詳らかではあり
ません。平成18（2006）年に設立した
本所大阪センター（現関西センター）
と、大阪府内の企業および大阪府庁
との交流を通じて、本多先生の往時
の企業支援活動の様子が、80年の時
を経て少しずつ分かってきました。
　その中で、関西センター正橋教授
の共同研究企業を通して本多先生の
お写真（写真1）が残っているとのお
話をいただきました。本編では、こ
の写真を発端に明らかとなった史実
を基に、本多先生がご指導された企

業と大阪府立産業技術総合研究所か
らお話を伺い、本多先生の足跡を辿
ります。

【木村鋼化工場】
　東洋金属熱錬工業所（会長：川嵜
龍四郎氏、社長：大山照雄氏）と東研
サーモテック（社長：川嵜修氏）は共
に大阪市内で熱処理に携わる会社
で、その前身は同じ木村鋼化工場で
した。本多先生は1926（大正15）年に
木村鋼化工場を訪問され、その時の
写真が両社に残されていました。

■木村鋼化工場とは
　木村鋼化工場は木村延一氏と筒井
保太郎氏によって1909（明治42）年に

設立されました。
　設立当初の木村鋼化工場は家族経
営でしたが、当時熱処理を専門に行っ
ていた会社は無く、熱処理の草分け
的な存在と言われていました。現在
では、㈱東洋金属熱錬工業所、㈱東研
サーモテック、東洋冶金工業㈱、ニッ
パテック㈱に分社していますが、我
が国の代表的な熱処理企業として、
その技術は受け継がれています。

■本多先生の訪問
　1926（大正15）年、木村延一氏は、
従業員の熱処理技術の向上と高度化
を目指し、木村鋼化工場に本多先生
を招き講習会を開催しました。本多
先生は、講義を通して従業員に熱処
理の指導を行いました。

本多先生 大阪での足跡 －後編
大阪でのお写真から
情報企画室広報班

金研が関連した代表的な講習会、講演会ならびに大阪での活動と金研の動きの対比年表
年 講習会、講演会ならびに大阪での活動 金研の動き

1916（大正 5）年   4月 東北帝国大学理科大学に臨時理化学研究所第2部発足
1917（大正 6）年    KS 磁石鋼発明
1918（大正 7）年 10月 第1回「鉄と鋼」講演会（丸の内帝国鉄道協会）
1919（大正 8）年 11月 第2回「鉄と鋼」講演会（丸の内帝国鉄道協会）  5月 東北帝国大学附属鉄鋼研究所設置

   本多光太郎所長就任（初代）
1920（大正 9）年 11月 文部省主催「鋼の焼入れ」講演と実習（東京蔵前 東京高等工業学校）
1921（大正10）年  1月 文部省主催「鋼の焼入れ」講演と実習（東京築地 東京府立高等工芸学校）
1922（大正11）年  4月 文部省主催「鋼の焼入れ」講演と実習（大阪 商工奨励館）

 7月 第1回金属材料講習会＊［以降毎年開催］（金研）  8月 東北帝国大学金属材料研究所設置
1923（大正12）年  2月 第3回「鉄と鋼」講演会
1925（大正14）年  4月 第3回「鉄と鋼」講演会
1926（大正15）年    本多先生　木村鋼化工場を訪問
1927（昭和 2）年    村上先生　木村鋼化工場を訪問
1929（昭和 4）年   4月 大阪府立産業奨励館設立
1931（昭和 6）年   6月 東北帝国大学　本多光太郎総長就任
1932（昭和 7）年   4月 大阪府金属材料研究所設立　本多光太郎所長就任（初代）
1936（昭和11）年  4月 大阪府産業奨励館内に金属材料研究指導奨励部を設置し大阪府金属材料研究所を併合
1938（昭和13）年    大阪府産業奨励館　高橋清館長就任
＊は現在の夏期講習会
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　当時の木村鋼化工場の様子や、こ
の会社が本多先生の指導を受けるに
至った経緯、直接指導を受けた川嵜
貢氏から伝わる話などを、東洋金属
熱錬工業所 顧問の三木泰氏に伺いま
した。
　川嵜貢氏は筒井家の親戚にあた
り、1925（大正14）年の春に木村鋼化
工場へ入社しました。貢氏はその直
後に東北帝国大学の夏期講習会へ参
加されたとのことで、1925（大正14）
年か1926（昭和元）年開催の講習会と
考えられます。
　雑誌「金属」に掲載された川嵜貢氏
の対談の記事［1］には貢氏の兄信市氏
は「中学を卒業した後も東北帝大等
の熱処理長期講習会に参加し…」（原
文のまま）とあります。本多先生の
木村鋼化工場への訪問は1926（大正
15）年ですから、信市氏は木村延一氏
とともに、貢氏の受講より先に、本
多先生の講習を受けていた可能性が
高く、そこで本多先生と木村氏との
出会いがあったと考えられます。さ
らに、東研サーモテックの社史［2］に
は、本多先生は大阪市立工業研究所 
金属部長の小田氏と当時堂島にあっ
た米田造船の社長米田氏に案内され
木村鋼化工場を訪問されたとありま
す。
　これらのことから、木村延一氏が
関西で行われた鋼の熱処理の講習会
や金研の夏期講習会に参加し、そこ
で本多先生と出会い、後に大阪市立
工業研究所を通して本多先生を会社
へお招きになったと考えられます。
　その後木村氏は、1927（昭和2）年
に、金研から村上武次郎先生を木村
鋼化工場へ招き、光学顕微鏡や温度
計の使い方などの指導を通して、金
属組織学を受講しました。東洋金属
熱錬工業所には、この時使っていた
ライヘルトの金属顕微鏡やブラウン
の温度計が保管されています（写真
2）。昭和3年、筒井保太郎氏が共同
経営から退いたのを機に木村延一氏

は社名を木村硬化研究所に変え、信
市氏貢氏と共に経営しました。木村
延一氏は貿易商社アンドリュース商
会の仲介により、日本への導入では
第二号機にあたるウイルソン社製の
ロックウェル硬度計を購入しました
（写真3）。この硬度計も現在、東洋金
属熱錬工業所に保管されています。
この硬度計の購入価格は1055円で、
現在の貨幣で数百万円の価値のある
ものでした。他にも、金属顕微鏡は
500円、温度計は250円ほどで購入し
ていましたが、当時それらの機材は
全て輸入品であり［3］、一企業が購入
するにはあまりにも高価なものでし
た。ちなみに、このウイルソン社製
硬度計の日本での一号機は金研が導
入しています。

【大阪府と本多先生】
　1929（昭和4）年4月大阪府下の「中
小工業の技術指導奨励」を目的とす
る、大阪府工業奨励館が設立されま
した。この工業奨励館は、現在の大
阪府立産業技術総合研究所（産技研）
の前身にあたります。
　産技研にも昭和初期の本多先生の
お写真（写真4）が残されており、金
属材料科 水越朋之科長からその背景
について、お話を伺いました。

■�本多先生と大阪府金属材料研
究所

　工業奨励館の創設当時、大阪府に
おける産業構造は、その生産額から
見ても、繊維工業、機械工業、金属
工業が過半数を占めていました。大
阪府は、各種工業の基盤となってい
る金属の質的向上が産業の発展に欠
かせないとの見地から、斬界の権威
である本多先生を府嘱託として委嘱
し、1932（昭和7）年4月、工業奨励館
内に大阪府金属材料研究所を併置し
ました。これを契機に、金研の教授
陣がこの面における指導と研究にあ
たることとなり、1934（昭和9）年5月
には、金研の高橋清教授、他数名の
助手を兼務で迎えました。
　その後、1936（昭和11）年4月は工
業奨励館は金属材料研究部を新設
し、大阪府金属材料研究所を併合し
ました。この金属材料研究部は、現

写真1：�木村鋼化工場にて本多先生（左）と木村延一
氏（右）

［所蔵：東洋金属熱錬工業所、東研サーモテック］

写真2：�当時実験に使用した金属顕微鏡（上）と温度計（下）
［所蔵：東洋金属熱錬工業所］

写真3：ロックウェル硬度計
［所蔵：東洋金属熱錬工業所］
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在水越科長の所属する金属材料科に
あたります。そして1933（昭和13）年
にはそれまで事務方が就いていた工
業奨励館の館長の第9代目に研究者
として初めて高橋清先生が就任し、
1941（昭和22）年までの10年間、この
体制が続きました。
　大阪府工業奨励館は、大阪市西区
江之子島にありました。その建物は
明治7年に建てられた旧大阪府庁舎
で、ルネッサンス式のローマ建築を
しのばせる建物でした（写真5）。昭
和元年の府庁移転の後、工業奨励館
本館として使われましたが、戦災に
より焼失しています。なお、1938（昭
和13）年に、本館南側に隣接する付
属施設として工業会館が建設されま
した。この建物は戦災を免れたため、
平成8年に産技研が大阪府和泉市に
移転するまでの間、研究所として利
用されました。現在は当時の面影を
できるだけ残したリフォームが施さ
れ、大阪府立江之子島文化芸術創造
センターとなっています（写真6）。
　本多先生の滞在されていた大阪府
金属材料研究所は、それ自体が独立
した建物を持たず、工業奨励館の中
に併設されていました。詳細は不明
ですが、産技研に保管されていた写

真4は、工業奨励館の正面玄関で撮
影されていること、本多先生が最前
列の中心におられることから、1932
（昭和7）年4月の金属材料研究所設
立当時のものと推測されます。

■�大阪府工業奨励館と大阪大学
産業科学研究所

　金研の設立に際し、大阪の住友財
閥から多額の寄付をいただいたこと
から、本多先生と大阪との関わりは
強いものと思われます。「大阪帝国
大学の形成：理学部と産業科学研究
所」［4］と題する大阪大学史紀要には、
本多先生が昭和7年の早々に、当時
の大阪大帝国大学総長であり本多先

生の恩師である長岡半太郎先生や大
阪帝国大学理学部部長の真島利行先
生に、金研の支所を申し入れている
とあります。この申し入れは実現し
ませんでしたが、大阪府からの要請
だけでなく、本多先生自身も大阪で
の研究所設立に積極的であったと考
えられます。同じ記事の中に、高橋
清先生が「昭和10年4月から業界の
要望に応じて阪大工学部教授および
大阪府工業奨励館の技師として大阪
の金属工業会を指導して…」とあり、
「こののち高橋は大阪大学産業科学
研究所の金属材料（科学的）部門の
設立担当者に就任した」とあります。
昭和14年に大阪帝国大学に産業科学
研究所（産研）が創設され、現在に至
るまで基礎の立場から産業へ数多の
貢献をしてきました。本多先生が望
み願った大阪での金属分野の研究所
設立は、現在の産技研金属材料科の
ルーツである「大阪府金属材料研究
所」に始まり、大阪大学産業科学研究
所へと引き継がれました。そしてそ
の発展には、本多先生をはじめ村上
先生や高橋先生など多くの金研教職
員が関わっていました。

［1］深沢武雄、金属�626（1973）80.
［2］熱処理の東研50年史
［3］金属�585（1971）69.
［4］鎌谷親善、大阪大学史紀要�4（1987）25.
［5］大阪府立産業技術総合研究所�創立六十周年記念誌

※会社名は敬称を省略させていただいております。

写真4：大阪府工業奨励館正面玄関で撮影された記念写真。�最前列左から5番目が本多先生。
［所蔵：大阪府立産業技術総合研究所］

写真6：�大阪府立江之子島文化芸術創造
センター。元は大阪府工業奨励館
の付属施設の工業会館。

写真5：�館内に大阪府金属材料研究所が併設されていた大阪府工
業奨励館

［所蔵：大阪府立産業技術総合研究所］
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